
市 政 記 者 各 位     令和５年５月８日 

市民局男女共同参画部女性活躍推進課 

福岡市では、市内事業所における女性・男性特有の健康課題や不妊治療と仕事の両立等に関
する現状を把握し、今後の女性活躍推進施策に反映させるため、政令市で初めて「福岡市健康
課題等と仕事の両立に関する事業所等実態調査」を下記のとおり実施いたしました。 
今回、その調査結果を報告書等にまとめ、福岡市ホームページに掲載するとともに、下記の

場所で閲覧及び配布いたしますので、お知らせいたします。 
今後、福岡市では、誰もがキャリアを諦めず、より長く働き続けられるよう、企業における両

立支援の促進や、ヘルスリテラシー向上に向けた啓発等に取り組みます。 

１ 調査概要 

（1）調査期間：従業員調査 令和４年12月９日～令和５年１月31日 
    事業所調査 令和５年１月６日～令和５年１月31日 

（2）調査対象、回収状況 
調査対象 有効回収数 有効回収率 

＜従業員調査＞正社員 4,000人、非正規雇用労働者 2,000人 1,200人 20.0％ 
＜事業所調査＞従業員10名以上の事業所を対象に、無作為に 

抽出した 2,000事業所 
708事業所 35.4％ 

２ 主な調査結果の概要 

＜女性・男性特有の健康課題に関すること＞ 

・月経関連・ＰＭＳ（月経前症候群）で約８割、更年期障害では男女ともに約３割が
症状を感じており、そのうち、仕事への影響（パフォーマンスの低下）がある人は、
女性が約７割、男性が約６割となっている。

・健康課題を抱えることで、キャリアアップや昇進が難しいと感じている人は、
男女ともに４割を超えている。
※ＰＭＳ（月経前症候群）：月経が始まる３～10日前に起こる心と身体のさまざまな不調のこと。

＜不妊治療に関すること＞ 

・不妊治療経験者のうち、不妊治療と仕事の両立ができなかった人は約２割で、
そのうち仕事を辞めた人は約１割となっている。

・不妊治療と仕事の両立に難しさを感じたことがある人は約９割となっている。

3 報告書・概要版について 

（１）対象：福岡市健康課題等と仕事の両立に関する事業所等実態調査 概要版 ※別添 
（２）閲覧・配布開始日：令和５年５月８日（月） 
（３）閲覧・配布場所：男女共同参画推進センター・アミカス、 

情報プラザ（市役所１階） 
※報告書は閲覧のみとなります。

「福岡市健康課題等と仕事の両立に関する事業所等実態調査」 

の結果をお知らせします 

【問い合わせ先】 
福岡市市民局女性活躍推進課 古賀、大庭 

ＴＥＬ：092-406-8071 

 政令市初実施！ 
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